
特別展

2010年5月29日直
l開館時間19：30～17：00　入場は16‥30まで

休　館　日

観　覧　料

月曜日
一般400円（320円）、高大生200円（150円）、

中学生以下・65歳以上無料＊（）内は10名以上の団体料金

施設設置者・北海道教育委員会　指定管理者・（財）北海道文学館

主催■北海道立文学館（財）北海道文学館　後援・札幌市　札幌市教育委員会　陸奥新報社

協力曽青森県近代文学館　弘前市立郷土文学館　弘前ペンクラブ

7月11日周
Hokkaido Museum of Literature

北海道立文学館　特別展示室
〒064－0931札幌市中央区中島公園1－4

TEL，011（511）7655　　FAX，011（511）3266

http：／／www．h－bungaku．or．jp／

【交通案内】 �� 
地下鉄　南北線中島公園 �x�偬�ｸt(�ｨ-ﾈ+ﾘ,ﾘ�ｩ[ﾘﾕﾂ�駅（出口①）下車徒歩6分 
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掌のぬくもり…

美しい本たちに賭けた、津

「緑の箇豆本の会」を主宰し、装幌芸術家、詩人としても全国に知られ

た蘭繁之。石川啄木、川上澄生、棟方志功、竹久夢二、畦地梅太郎ら、

おなじみの文学者や芸術家をテーマにした手づくりの豆本ばかりではな

く、硝子絵や陶板などを装帳に用いた大型特装本にも賓を凝らし、津

軽の手仕事師として生涯を終えた蘭繁之の“美”への関心はとどまること

を知りませんでした。彼はまた稀覿本や版画、焼き物など美術品の熱心

な収集家でもありました。竹久夢二への思いはとりわけ深く、関連の品々

を幅広く収集していました。本展では、没後に夫人の川村慶子氏（詩

人／北海道出身）から当館に寄贈された多くの手仕事作品と、コレクショ

ンをもとに、“美”にこだわった津軽の奇才の足跡を紹介しまうも

「線の笛豆本J（1965～2004年／緑の苗豆本の会）

r緑の笛」（1955～60年／緑の嘗豆本の会）　『牲地梅太郎作品集』（1980～91年／操の笛豆本の会）

「萬繁之との30年／’蘭崇之の手什寺でを語る」

講師　川村慶子（詩人）桜井健治（文学研究者）
5月29日（土）14：00～　　当館講堂にて

定員80名、参加無料、要申込（5／15（土）から電話受付開始）

「蘭崇之の“美で’への関心」

講師　平原一良（当館副館長）
6月12日（土）、7月3日（土）14：00～　当館特別展示室にて

展示室入場者は参加無料、申込不要

「手にして眺める持装本あれこれ」
案内　今野沙紀（当館司讃）
6月19日（土）、7月10日（土）14：00～　当館特別展示室にて

展示室入場者は参加無料、申込不要

社宅す欝伏
臥一中点公園暫大概

臥」良札紗轟テル

科
完芸声．重竃

小札鴨　Hokkaido Museum of Literature

北禰遺棄蔑学鮪　臓緋か高二・
・｝犠1†北：縦中学館
コンササト
・一一・：　　　　　　●

K咄桝瑚昂撃
l■：7－

n昔∴

′　L、．

ブ

〒064－0931

札幌市中央区中農公嵐ト4

TEL．011（511）7655

FAX．011（511）3266

http：／／www．h－bungaku．or．jp／

【交通案内】

地下鉄　南北嬉中島公薗駅（出口③）

または幌平様駅（出口くわ〉下車徒歩6分

二王・牟・．二TJ

『蛇の目玉』畦地梅太郎著
（1971年／緑の苗豆本の会）

『夢二幻想』蘭繁之著
（1964年／緑の笛豆本の会）

『習い小径』竹久夢二箸（1925年／交蘭社）
『夜の露台』竹久夢二等（1916年／干章館）

「寿多袋J
（1967～69年／水曜荘文庫）

「洋煙と美人J底面

「洋燈と美人」川上滝生画
（1961年／木製／4．7×4．6×14．7cm）
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